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	応用
	抗原情報
	背景
	発生段階：骨髄球系および赤血球系分化の初期段階で発現する。,機能：抗原受容体共役チロシンキナーゼの基質。リンパ球系細胞におけるクローン増殖と欠失の両方に対する抗原受容体シグナル伝達において役割を果たす。遺伝子発現の調節にも関与している可能性がある。,PTM：LYNによってリン酸化され、B細胞表面IgMの架橋後速やかにリン酸化される。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,類似性：4つのコルタクチンリピートを含む。,サブユニット：LCKのSH2およびSH3ドメインと結合する。LCK SH3ドメインへの結合は恒常的に起こるが、LCK SH2ドメインへの結合はTCR刺激時にのみ起こる。LYNでも同様の結合パターンが観察されたが、FYNでは見られなかった。FYNでは、TCR刺激時にFYN SH2領域が結合するが、TCR刺激にかかわらずFYN SH3領域は結合しない。 HAX1のC末端領域に結合して直接関連します。HS1BP3と相互作用します。,組織特異性:造血起源の組織および細胞でのみ発現します。,発生段階:骨髄球系および赤血球系分化の初期段階で発現します。,機能:抗原受容体共役チロシンキナーゼの基質です。リンパ球系細胞におけるクローン増殖および欠失の両方に対する抗原受容体シグナル伝達において役割を果たします。遺伝子発現の調節にも関与している可能性があります。,PTM:B細胞表面IgMの架橋後、LYNによってリン酸化されます。,類似性:1つのSH3ドメインを含みます。,類似性:4つのコルタクチンリピートを含みます。,サブユニット:LCKのSH2およびSH3ドメインに関連します。LCK SH3ドメインへの結合は恒常的に起こりますが、LCK SH2ドメインへの結合はTCR刺激によってのみ起こります。 LYNでも同様の結合パターンが観察されましたが、FYNでは見られませんでした。FYNのSH2領域はTCR刺激によって会合しますが、FYNのSH3領域はTCR刺激にかかわらず会合しません。HAX1のC末端領域に結合して直接会合します。HS1BP3と相互作用します。,組織特異性：造血系由来の組織および細胞でのみ発現します。,
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	HS1（リン酸化Tyr397）抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはHS1（リン酸化Tyr397）ペプチドでブロッキングされている。

